
２
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央

委
員
会
の
追
加
議
案
「
宅
配
便
事
業
統

合
へ
の
対
応
（
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
＝

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
子
会
社
化
）
」
で
、
郵
政
資

本
と
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
と
が
「
合
意
」
し

た
強
制
出
向
計
画
の
全
貌
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

出
向
規
模
は
今
年
だ
け
で
「
正
社
員

２
３
５
０
人
＋
契
約
社
員
８
７
６
０
人
」。

出
向
の
「
本
人
同
意
」
に
は
「
原
則
的

に
は
本
人
同
意
」
の
枕
こ
と
ば
が
つ
き

ま
し
た
。
実
質
上
の
強
制
出
向
で
す
。

し
か
も
出
向
の
大
部
分
を
占
め
る
契
約

社
員
は
「
雇
い
止
め
」
→
「
契
約
替
え
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
時
間
は
ど
う
か
？

「
年
間
労
働

時
間
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
１
９
６
８
時

間
か
ら
「
最
大
２
６
８
０
時
間
（
！
）
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
実
上
、
無
制
限

の
長
時
間
労
働
で
す
。

賃
金
は
？

固
定
給
は
廃
止
さ
れ

「
成
果
報
酬
型
」
と
な
り
、
『
働
き
の
悪

い
社
員
』
の
減
給
が
公
然
と
語
ら
れ
、

労
働
者
同
士
を
競
わ
せ
る
と
い
う
。
こ

れ
ま
で
当
然
だ
っ
た
「
病
気
休
暇
」
や

「
冬
期
・
年
始
休
暇
」「
定
期
昇
給
制
度
」

も
廃
止
で
す
。

「
ヤ
マ
ト
運
輸
の
Ｓ
Ｄ
ド
ラ
イ
バ
ー
方

式
＝
小
集
団
活
動
組
織
」
も
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
現
場
の
労
働
者
同
士
を
競
わ

せ
る
、
仲
間
が
全
員
敵
に
な
る
、
悪
名

高
い
「
組
織
管
理
」
方
式
で
す
。

こ
れ
が
「
宅
配
事
業
の
子
会
社
化
」

の
実
態
で
す
。
労
働
者
の
肉
体
も
心
も

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
る
内
容
で
す
。
こ
れ

が
「
民
営
化
」
な
の
で
す
。

こ
れ
が
ま
か
り
通
れ
ば
、

郵
政
職
場
本
体
も
同
じ
運

命
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
「
行
く
も
地
獄
、

残
る
も
地
獄
」
で
す
。
こ

の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
出
向
攻
撃
を
、

現
場
労
働
者
の
団
結
で
粉

砕
し
よ
う
。

Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
は
、
こ

の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
を
「
10
月
１

日
か
ら
完
璧
に
ス
タ
ー
ト

し
よ
う
」
と
公
言
し
て
い

ま
す
。
「
最
初
の
１
日
、

１
カ
月
、
１
年
が
勝
負
で

あ
る
」
と
。
何
と
い
う
言
い
ぐ
さ
か
。

そ
も
そ
も
こ
ん
な
重
大
な
中
味
を
職
場

討
議
や
支
部
委
員
会
を
行
わ
ず
、
現
場

組
合
員
に
知
ら
せ
ず
に
、
同
意
し
た
と

は
言
語
同
断
で
す
。

仕
事
を
回
し
て
い
る
の
は
、
俺
た
ち

現
場
労
働
者
だ
。
俺
た
ち
は
こ
ん
な
攻

撃
を
絶
対
に
認
め
な
い
。
現
場
を
無
視

し
て
勝
手
に
「
計
画
」
に
同
意
し
た
Ｊ

Ｐ
労
組
中
央
を
引
き
ず
り
下
ろ
そ
う
！

労
働
組
合
を
現
場
労
働
者
の
手
に
取

り
戻
そ
う
！

郵
政
資
本
と
合
意
し
た
Ｊ
Ｐ
労
組
中

央
の
言
い
ぐ
さ
を
見
よ
！
（
引
用
は
中

央
委
議
案
の
「
付
属
資
料
」
か
ら
）

▼
「
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
日
本
郵

便
の
『
戦
略
会
社
』
で
あ
る
」「
総
合
小

型
物
流
会
社
と
し
て
『
労
使
一
体
』
で

ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
競
争
に
勝
つ
」
―
た

だ
で
さ
え
、
民
営
化
で
労
働
密
度
は
３

倍
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
え
、
飽
和

状
態
の
市
場
で
「
ヤ
マ
ト
、
佐
川
と
の

競
争
」
に
突
入
し
た
ら
何
が
起
こ
る
か
？

私
た
ち
現
場
の
労
働
者
の
肉
体
も
心
も

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

▼
「
業
界
初
の
『
多
様
な
働
き
型
』

モ
デ
ル
企
業
に
な
る
こ
と
」
―
職
場
全

体
を
身
分
保
証
の
な
い
「
非
正
規
雇
用
」

に
す
る
方
針
で
す
。
そ
れ
で
「
き
つ
い

と
い
う
業
界
イ
メ
ー
ジ
の
一
新
」
を
語

る
。
―
過
労
死
し
て
も
笑
顔
で
働
け
と

い
う
こ
と
か
！

こ
れ

ほ
ど
の
団
結
破
壊
を
労

組
幹
部
は
受
け
容
れ
た

の
か
！

▼
「
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
で
働
く
出
向
者
は
、

も
と
も
と
国
家
公
務
員
だ
っ
た
人
た
ち

で
、『
一
民
間
企
業
の
社
員
』
と
な
っ
た

ば
か
り
で
あ
る
」「
安
定
し
た
勤
務
時
間
」

で
は
な
く
、
不
安
定
・
長
時
間
労
働
を

い
と
わ
な
い
よ
う
に
「
業
界
イ
メ
ー
ジ

を
一
新
す
る
」。
―
何
と
い
う
こ
と
か
！

Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
は
、
郵
政
資
本
の
立
場

と
主
張
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
代
弁
し

て
い
る
の
で
す
。

職
場
の
仲
間
の
皆
さ
ん
！

こ
れ
は

労
働
者
を
徹
底
的
に
働
か
せ
る
、
労
働

者
の
団
結
を
バ
ラ
バ
ラ
に
破
壊
す
る

「
提
言
」
で
す
。
１
万
人
を
超
え
る
強
制

出
向
と
郵
政
始
ま
っ
て
以
来
の
労
働
強

化
で
す
。
労
働
組
合
が
い
ま
ま
さ
に
団

結
し
、
郵
政
資
本
と
真
っ
向
か
ら
闘
う

こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

子
会
社
化
・
出
向
攻
撃
に
絶
対
反
対
で

闘
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
は
百
パ
ー

セ
ン
ト
郵
政
資
本
の
代
弁
者
に
な
り
ま

し
た
。
現
場
の
俺
た
ち
全
員
を
裏
切
っ

た
の
で
す
。
彼
ら
に
は
労
働
組
合
を
名

乗
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｐ
労
組

中
央
と
、
そ
れ
を
支
え
る
支
部
役
員
を

総
退
陣
さ
せ
よ
う
。

２００９年
３月12日
発行

■

子
会
社
化
・
出
向
に
合
意
し
た
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
は
総
退
陣
せ
よ

■

出
向
は
人
事
交
流
と
同
じ
、
出
向
拒
否
で
団
結
を
取
り
戻
そ
う

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

無
際
限
の
労
働
強
化
と
団
結

破
壊
を
阻
止
し
よ
う

Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
の
こ
ん
な

言
い
ぐ
さ
を
許
せ
る
か
！

ＪＰ労組中央委員会の追加議案・付属資料「ＪＰエクス

プレスの計画概要等」の41Ｐ『労働時間・休暇等』より

子
会
社
化
・
出
向
を
認
め

る
支
部
役
員
は
打
倒
だ



郵
政
民
営
化
か
ら
１
年
。
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
子

会
社
化
は
、
民
営
化
と
の
闘
い
の
本
番
で

す
。
世
界
大
恐
慌
の
な
か
で
、
郵
政
資
本

（
日
通
と
連
携
）
が
ヤ
マ
ト
や
佐
川
な
ど
民

間
運
輸
資
本
と
の
全
面
的
な
競
争
に
乗
り

出
す
も
の
で
す
。「
事
業
成
功
の
カ
ギ
」
は

徹
底
的
な
労
働
強
化
、
そ
れ
も
現
場
の
労

働
者
同
士
に
「
競
争
」
さ
せ
る
こ
と
だ
と

公
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
徹
底
的

な
団
結
破
壊
で
す
。

仲
間
と
「
競
争
」
し
て
生
き
残
る
と
は
、

さ
ら
な
る
競
争
と
労
働
地
獄
へ
の
転
落
で

す
。
労
働
者
が
本
当
の
団
結
を
回
復
し
て
、

資
本
と
闘
う
こ
と
が
今
ま
さ
に
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
世
界
の
労
働
者
の
闘
い
歴
史
に

い
ま
こ
そ
学
ぶ
時
で
す
。

Ｊ
Ｐ
資
本
も
御
用
組
合
の
幹
部
も
、
こ

ん
な
攻
撃
に
労
働
者
が
黙
っ
て
従
う
と
思
っ

て
い
る
の
か
！

「
誰
も
行
き
た
が
ら
な
い
」

新
会
社
へ
の
強
制
出
向
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組
中

央
の
「
全
面
的
な
協
力
」
が
な
け
れ
ば
成

立
し
な
い
攻
撃
で
す
。
現
場
労
働
者
が
団

結
し
て
反
対
す
れ
ば
、
成
り
立
た
な
い
計

画
な
の
で
す
。

職
場
討
議
も
な
し
で
勝
手
に
決
め
た

「
決
定
」
な
ど
無
効
だ
！

出
向
拒
否
で
団

結
し
よ
う
！

「
一
人
の
仲
間
も
裏
切
ら
な

い
」
本
当
の
団
結
を
作
ろ
う
！

生
き
る

べ
き
は
労
働
者
で
す
。
現
場
を
労
働
地
獄

に
追
い
込
ん
で
『
生
き
残
り
』
を
は
か
る

民
営
郵
政
を
打
倒
し
よ
う
！

腐
っ
た
労

働
組
合
幹
部
は
総
退
陣
せ
よ
！

動
労
千
葉
（
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組

合
）
は
、
09
春
闘
で
経
団
連
・
御
手
洗
と

連
合
・
高
木
の
「
労
使
共
同
宣
言
」
を
う

ち
破
ろ
う
と
、
３
月
13
日
～
19
日
の
春
闘

の
集
中
回
答
日
に
合
わ
せ
て
ス
ト
ラ
イ
キ

を
構
え
て
い
ま
す
。「
大
幅
賃
上
げ
（
３
万

８
千
円
）、
非
正
規
職
撤
廃
、
大
量
解
雇
絶

対
反
対
、
ソ
マ
リ
ア
派
兵
絶
対
阻
止
！
」

の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
連
帯
し
、
３

月
20
日
代
々
木
公
園
に
集
ま
っ

て
、
５
０
０
０
人
の
労
働
者
で

渋
谷
の
街
を
デ
モ
し
よ
う
。

１
月
15
日
に
経
団
連
と
連
合

が
結
ん
だ
「
労
使
共
同
宣
言
」

は
、
09
春
闘
全
体
を
規
定
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
の
果

て
し
な
い
裏
切
り
も
こ
こ
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
労
使
共

同
宣
言
」
の
核
心
は
、
「
雇
用

確
保
」
の
口
実
も
と
で
、
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
道
州
制

（
自
治
体
、
学
校
の
民
営
化
、

自
治
体
、
教
育
労
働
者
３
６
０

万
の
首
切
り
）
に
賛
成
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
郵
政
職
場
で
始
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
、
労
働
者
の
団
結
、
労
働
組

合
を
極
限
ま
で
破
壊
し
、
資
本
家
だ
け
が

生
き
延
び
よ
う
と
い
う
攻
撃
で
す
。

そ
し
て
、
３
月
３
日
に
は
、
連
合
と
厚

生
労
働
大
臣
の
間
で
「
雇
用
安
定
・
創
出

の
実
現
の
た
め
の
労
使
共
同
要
請
」
を
発

表
。「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
を
実
施
す

る
企
業
に
「
財
政
支
援
」
を
行
う
と
い
う

内
容
で
す
。
こ
れ
は
連
合
本
部
が
、
資
本

と
一
切
闘
わ
な
い
、
資
本
を
救
済
す
る
た

め
に
積
極
的
に
雇
用
も
賃
下
げ
も
認
め
る

と
い
う
宣
言
で
す
。
全
労
連
・
日
本
共
産

党
も
同
様
で
す
。
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

労
働
者
の
怒
り
を
思
い
知
れ
！

あ
ん
な
体
た
ら
く
政
府
＝
麻
生
（
小
沢
）

や
資
本
家
＝
御
手
洗
・
経
団
連
、
腐
っ
た

高
木
・
連
合
（
腐
っ
た
御
用
組
合
）
に
労

働
者
の
怒
り
を
押
さ
え
る
こ
と
は
絶
対
に

出
来
ま
せ
ん
。
首
を
切
ら
れ
た
労
働
者
の

怒
り
を
叩
き
つ
け
よ
う
！

派
遣
の
労
働

者
の
怒
り
、
民
営
化
を
強
行
さ
れ
た
職
場

の
怒
り
、
あ
ら
ゆ
る
怒
り
を
集
め
て
、
団

結
す
る
の
が
３
月
20
日
の
行
動
で
す
。

そ
も
そ
も
「
労
使
共
同
宣
言
」
は
、
22

年
前
、
国
鉄
分
割
民
営
化
を
強
行
す
る
た

め
に
登
場
し
ま
し
た
。「
ス
ト
ラ
イ
キ
を
絶

対
や
ら
な
い
こ
と
」
、「『
雇
用
の
確
保
』
の

た
め
に
は
『
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
』
を
」

と
分
割
民
営
化
攻
撃
の
先
兵
と
な
っ
た
動

労
・
革
マ
ル
（
現
Ｊ
Ｒ
総
連
）
が
初
め
て

導
入
し
ま
し
た
。

一
方
、
動
労
千
葉
は
、
全
組
合
員
が
首

を
覚
悟
し
て
、
２
波
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘

い
ま
し
た
。
22
年
前
「
労
使
共
同
宣
言
」

攻
撃
を
、
動
労
千
葉
は
身
を
も
っ
て
う
ち

砕
い
た
の
で
す
。
労
働
者
の
団
結
し
た
力

は
、
敵
の
ど
ん
な
攻
撃
も
う
ち
破
る
こ
と

が
で
き
ま
す
！

動
労
千
葉
と
繋
が
っ
て

闘
う
こ
と
に
、
勝
利
の
展
望
が
あ
り
ま
す
！

09
春
闘
冒
頭
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
（
青

年
運
転
手
の
駅
へ
の
配
転
攻
撃
＝
団
結
破

壊
）
攻
撃
に
対
し
て
、
定
年
間
近
の
組
合

員
を
先
頭
に
ス
ト
を
配
置
し
て
、
制
度
そ

の
も
の
を
破
産
に
追
い
込
ん
だ
動
労
千
葉

と
堅
く
団
結
し
て
、
資
本
と
御
用
組
合
と

非
和
解
で
闘
お
う
。

資
本
主
義
は
終
わ
り
で
す
。
帝
国
主
義

の
最
後
の
救
世
主
＝
オ
バ
マ
の
幻
想
も
吹

き
飛
ば
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
オ
バ
マ

の
政
策
も
、
資
本
の
救
済
と
戦
争
の
拡
大

で
あ
る
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
反
戦
６
周
年
、
全
世
界
一
斉
デ

モ
へ
。
オ
バ
マ
も
麻
生
も
倒
し
て
、
万
国

の
労
働
者
は
団
結
し
よ
う
。
職
場
の
仲
間

と
と
も
に
３
月
20
日
は
渋
谷
に
集
ま
ろ
う
。

３月 20日(金) 13：30 集会開始、15：30デモ出発
会場：代々木公園・Ｂ地区（渋谷ＮＨＫホール横）

主催：ワーカーズアクション実行委員会

生きさせろ！ゼネストで経団連をぶっつぶせ！
麻生もオバマもぶっ飛ばせ！

ストライキとデモで戦争をとめよう！
闘う労働組合を甦らせ、労働運動の力で革命やろう！

民
営
化
攻
撃
と
の
闘
い
は

こ
れ
か
ら
が
本
番
だ

動
労
千
葉
が
春
闘
ス
ト
ラ

イ
キ
を
決
定

アチーブメントテストのボイコット闘争、１月29日の大デモと、

スト権確立のための投票（３月20日～25日）の実施の発表など
のあいつぐ闘いによって、ロサンゼルス統一教組（ＵＴＬＡ）

とロサンゼルス統一学区（ＵＴＬＳＤ）内の他の７つの組合に

属する教育労働者は、2300人の教師の解雇撤回を勝ち取った。

３
・
20
渋
谷
デ
モ
で
世
界

の
労
働
者
と
団
結
し
よ
う


